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宇宙の歴史、特に銀河進化の歴史を調べる上で、星形成率 (SFR)は重要な指標である。しかし系外銀河におい
てその精密測定は容易ではない。例えば、HII領域からの放射を用いる手法が代表的であるが、HII領域の温度や
他の放射源の寄与等により、SFRの正確な見積もりは困難が伴う。さらに、赤外、可視の波長帯では塵減光の影
響が大きく、補正が必要となる。そのため、塵減光を受けないミリ・サブミリ波帯での観測、特に高感度高分解
能であるALMAでの観測が重要である。近年、データ精度の向上により、電離ガスの電離源が星形成由来か否か
を切り分けて特定し、抽出する手法が確立されつつある。これにより、星形成由来よりも強力 (例としてAGN由
来)、および微弱な電離源 (Diffuse Ionized Gas; DIG由来)を特定し差引くことで、従来よりも複数のトレーサー
から求めた SFRに対して、矛盾が少ない SFRが報告されている (e.g., Michiyama et al. 2020)。
我々は、二つの異なる電離ガストレーサーである自由-自由放射と水素再結合線の Pa αを比較し、さらにDIG

の影響を考慮することにより、近傍銀河のNGC 1068における高精度の SFRマップを作成した。この天体は、z
∼0の星形成主系列、かつ代表的な Seyfert2 渦巻銀河であり、アーカイブデータが豊富に存在する。
電波領域の自由-自由放射は塵減光を受けない反面、強度が弱い。一方、近赤外線領域に存在する Paαは強度

が強いが減光補正を必要とする。この相補的な二つのトレーサーを用い、SFRを高い精度で測定した。結果とし
て、分子ガス円盤全体の SFRは 4.0± 0.3M⊙/yrとなり、DIGを考慮しない 9.9± 0.4M⊙/yrに比べ∼3倍小さ
い値となった。


